






要約 

初年度では,NICU 退院児の神経学的障害の発生頻度および在宅管理の実態と問題点につき

検討し,昨年度は,重症心身障害児の管理を,在宅医療を前提にして行っている数施設の実

態を調査し,問題点をとりあげて検討した。 

今年度は,これらの実態および問題点をふまえて,今後,在宅医療,ホームケア・システムが,

具体的にどのように運営されるべきかについて検討した。 

在宅医療を理想的に行うための具体的な解決策の 1 つとして,NICU と自宅との中間に存在

するいわゆる中間施設,あるいは発達療育センター(仮称)の構想を提案し,その運営につい

て検討した。すなわち,センターは,施設内容として,入院施設,通所施設,訪問看護体制をも

つべきであり,それが各々機能的に結びつくべきである。 

また,センターが理想的に運営されるためには,国の行政レベル,地方自治体レベル,既存の

医療機関,地域住民レベルの 4方向の有機的な結合は是非必要である。 


